

































































One guide to analyzing the score of Italian OperãInvestigating sexual expressions




































































































































































































































































































































































































20、姉妹の「Stelle,un velen fu quello?」のvelen＝velen
（o）は毒のことで、歴史的に毒は夫婦が殺し合うときの
典型的手段とされている。ということは、アルバニア
イタリアオペラのスコアリーディングの一指針　絹川
－ 89 －
人に変奏した二人の兵士は、この猿芝居の中で、夫婦
になる覚悟をまで持ちながら、何も事情を知らない姉
妹にアタックしているだろうことが毒の服用という意
味からも伺えるのである。
６　考察
以上、この作品の第１幕のみをざっと見ても、様々
な語句に性的意味合いが隠された形で台本が構築され
ている事が伺い知れよう。
無論、そのような意味合いまで詮索せずとも、ある
程度意訳された対訳を読み進めていくだけでも、筋書
きの把握はそれなりに可能ではある。しかし、一度
「登場人物のネーミングには何か理由があるのか？」に
始まって、「不死鳥や、蝶々、ハエなどが何故唐突にで
てくるのか？」といった素朴な疑問を抱き始め、それ
が解決されないまま読み進めれば進めるほどに、釈然
としない部分が徐々に肥大していくこともまた事実で
ある。特にイタリアオペラを本家本元とするイタリア
国内で上演する時でも、イタリア人を対象に字幕スー
パーを見せるようになってしまった現代に於いては、
イタリア人はもとより、他国の人々には百科事典など
のそれなりの重みを有した参考資料を常備しながらで
ないと、殆ど理解不能なのである。
筆者の推測では、ある意味でそのあたりを見事なま
でに衝いてみせたのが、この作品の二人の制作者モー
ツアルトとダポンテだったように思われる。
この作品は単なるオペラブッファではなく、ドラマ
ジョコーゾと位置づけられている事は本稿の冒頭で述
べた通りだが、それにかなり大きく影響していたのが
当時のモーツアルトのプライベートな空間だったとい
う説はかなり有力視されている。というのは、例の、
妻コンスタンツエと弟子ジュズマイヤーの不倫である。
これに深刻なまでに思い悩んだモーツアルトだからこ
そ、浮気と操の激しいばかりの心理的葛藤をそれぞれ
の個性に合わせて作った姉妹のアリア（11番、25番）、
フェランドのアリア（27番）を創ることができ、一見ド
タバタに進むこのオペラにおいて、それらは両極を構
築するほどにシリアスで人間の本質に迫るのである。
これらのアリアに漂う悲痛さは、下手な悲劇のオペラ
を遥かに凌ぐもので、その時のモーツアルトの心境を
代弁したアリアといっても過言ではないのである。
また、ダポンテの生い立ちも無関係ではなく、前述
のように聖職者でありながら、プレイボーイの文学教
授、そして経済的にそれほど恵まれていなかったとい
う境遇により、上記のようなモーツアルトの悲痛な叫
びを潜在させつつ一見喜劇の体裁をとるこのオペラの
制作に大いに意気投合しながら、筆を進めたであろう
事は想像に難くないのである。
要するに、彼ら二人の天才は安っぽい喜劇を良しと
せず、女の浮気という痴話話を、諧謔を込めた生々し
い人間の心理ドラマに仕立てているのである。こう考
えていくと即座に思い出されるのが、モーツアルトは
聴衆の熱狂的な拍手喝采よりも、音が鳴り止んだ後し
ばらく間を置いた後の静かな拍手を好んだというエピ
ソードだ。これからも、コジファントウッテに限らず、
モーツアルトの作品の数々が知的で人間洞察に満ちた
ものであったかが納得できるのである。
だからこそ、ちょっとしたおふざけの性的表現を施
す場合でも、決してストレートには語らず、このオペ
ラを観る者にまるでメタファーのクイズゲームを投げ
かけるように、様々なメタファーを駆使しただろうこ
とは容易に頷ける、となるのである。明け透けな性的
表現は下品で、この作品の本質を貶めるのみならず、
実は官能的描写はメタファーなどのオブラートに包ん
だ方が、より魅力を増すことを二人の制作者は見抜い
ていたのであろう。これは、「フィガロの結婚」「ドンジ
ョヴァンニ」を他のモーツアルトのオペラと比較して
明白なように、ダポンテの力量に因るところが大きい
ともいえよう。
翻って前述の性的意味合いの描写を見るに、やはり
二人の天才に感嘆せざるをえないものがある。
例えば第２景、二人の姉妹がお互いの恋人を自慢し
あっているシーンで、それぞれ「口」「目（は矢を放っ
ているよう）」に見とれているが、前述のようにどちら
も男性のセックスシンボルを暗喩している。ここの音
楽的工夫は絶妙で、それぞれの言葉が出てくるまでの
姉妹の歌い出し「ねえ、この絵姿をみてちょうだい
な！」は（フィオルディリージは８小節、ドラベッラ
千葉経済大学短期大学部研究紀要　第９号
－ 90 －
は５小節）旋律的にも序章のようなもので、暗喩され
た言葉がスタートしたところから主題的旋律も始まっ
ているのである。モーツアルトが如何にそういった言
葉を重要視したかの、一つの証拠といえよう。
また、第13景におけるデスピーナのレチタティーヴォ
「可愛そうなお嬢さん方は、ハエに嘆いております」も、
「ハエ」と聞いただけでも何とはなしに笑って過ごせる
言葉を用いながら、知る人ぞ知るで、ハエが情欲を意
味することから「あの姉妹は欲求不満が溜まっている
んだよ」というメッセージも何気なく同時に発するこ
とが可能なのは、博学な天才達の為せる技としか言い
ようがないのである。
７　終わりに
この作品の第２幕については次回の課題とするが、
本稿に於いて第1幕をまとめえただけでも、次幕への期
待というものが膨らむ一方である。
また本稿をまとめていく際、とても幸いなことに、
非常に興味深い有益な書物に出会えた。特に、我が国
最高のオペラ研究家である永竹由幸氏の著書は、目か
ら鱗の連続、溜飲が下がるばかりであった。大変残念
ながら、氏は昨年逝去されてしまったが、妻がイタリ
ア人でイタリアにも十数年間居住されたことによる、
イタリア語をはじめとした語学への強味、そしてそれ
によって世界中で活躍するオペラ歌手や指揮者とも親
交が深かった故、単なる無機的な情報の羅列ではない
説得力溢れる文章の数々は筆者のオペラ研究の礎であ
り、どの著書も座右の銘に近いものがある。
本稿を書き始めるにあたって、筆者を大いに鼓舞さ
せた氏の文を以下に披瀝してまとめとする。
「だいたいにしてモーツアルト学者は品の良い人が多く、品
が良いを裏返すと下品なところは見ないということにもな
る。そういう偉い学者は、どうもモーツアルトを音楽の天才、
天才と偶像視しすぎて、モーツアルトの人間を見る目の鋭さ
とか、台本に対する細かい気配りといった音楽以外のところ
での彼の優れた面に目を向けてくれないのだ。一方モーツア
ルトでひと稼ぎしようとする悪い連中（私から見ればのこと
だが）はサリエーリの名誉を奪い、モーツアルト像をまるで
糞尿好きの天才バカに仕立て上げている（筆者註；アカデミ
ー賞を受賞した映画「アマデウス」を揶揄している）。もし
もモーツアルトがそんな人間だったら、あの「フィガロの結
婚」のような名作は絶対に生まれていない。モーツアルトは
確かに糞尿に関することをわざと話題に持ち出しているが、
それは綺麗に着飾った人々が、まったく糞も小便もしないよ
うな顔をしているから、何を言ってやがるんだ、オツにすま
していたって、貴様ら屁もこくし、糞もするんだろう、そう
気どるんじゃねえっ、てな気があったからだろうし、セック
スに関しても、相当きわどい卑猥なことをずけずけと言って
いるが、これも同じ気持ちだったのであろう。それは当時の
表面上は徹底的に品良くとりつくろった貴族社会への反抗で
あったのだろう。しかしだからと言って、それを一日中言い
まくってとびはねている奇人ではなかった。普通の人は絶対
に言わないのに彼は口に出したにすぎないのだ。」（2）
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